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1“ フ 目は、3年の岸森君。 1 年の後輩と廊下
ら「おはようoざいます」と挨拶をしてくれま

9

を歩いているところに私が通りがかった
した。そこまではいつもの とですが、∝

その時挨拶をしなかった1年に対し「ちやんと挨拶ばせんや」と一言。とても自然でな
にげなくという感じでした。すoい0よ 猛 彼にとっては当たり前のことなんでしょ
うが、他人の言動に気付き、何の抵読もなく注意することがそとる。きっと自分もそう
指導されたんでしょう。それを後輩に伝えていく。こういう先輩がいるからいい伝統は
守 られていくんでしょうれ

2つ目は、白分を変えようとしている1 年の女子。入学当初はおとなしく、登校中に
挨拶しても を合わせるのが精一杯怠 一緒に登校していた先輩の子に「ちやんとあい
さつせなんたいJと浅意されていまし亀 (この先輩もはつきり指摘できてすoいんで

すが)しかし、日がたつにつれ、会釈をするようになり、小さな声だ
けど挨拶を返せるようになり、先日ははつきりF銅こえる声で挨拶を返′

してくれました。私も人見知りが強いのでその緊張懲 盪ra″3t(雰盟ゥはよくわかりますが、勇気を出しながも少しゆつ
変わつていつてるその生徒の成長がとてもうれし
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理想の姿に向かつて成長していきましょう :
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